
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの方位サーチに特定方位の重み付け 

 GPODFDIsplay（Ver2.16以降） 
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概要 

 GPODFDisplayには、ＯＤＦ上の密度の高い箇所を検出し、方位を特定する機能があります。 

   通常のバルク材では機能していたが、MTEX で S 方位の単結晶をシュミレーションし、半価幅 1deg の  

ODFでは、機能しないことが判明した。 

対策として、方位位置から近接する cube,brass,goss,copper,Sなどの一般に知られている方位 

を優先するモードを追加しました。 

従来の結果 

  

    

 

 

 

 

 

 

 



ＳｐｅｃｉａｌＳｅａｒｃｈを追加した理由 

EBSDデータとして以下のデータを作成 

  

  S方位のラジアン角度 

MTEXに読み込ませ、半価幅 1degで２度ステップと５度ステップのＯＤＦを作成 

（注意、ステップ 1degでは GPODFDisplayがメモリーオーバが発生します。ステップ１degを扱う場合 

    ODF図を予め、Triclinic->Orthorhombicを行って下さい） 

ＯＤＦの半価幅は１ｄｅｇ 

 

ピークサーチを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ピークサーチ結果 

 

 

2degステップの結果 

 

5degステップの結果 

 

 

期待値は 

 S方位のみで、EqualDirectionが３である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



追加 SpecialSearch結果 

  

 

2degの結果 

 

5degの結果 

 

 

期待値が得られます。 

 

 

 

 



ＭＴＥＸでの操作 

 

半価幅１ｄｅｇのＯＤＦを得る。 

odf=calcODF(ans.orientations,'halfwidth',1*degree) 

 


